
 

 

 

2024 年 7 月 23 日  

東洋電装株式会社  

 

「東洋電装“和”の森」の森林整備に関する協定締結  

-「東洋電装”和“の森」として、埼玉県と毛呂山町と協定締結- 

~自然環境の保全と社員の和の醸成を目指して~ 

 

東 洋 電 装 株 式 会 社 （ 社 長 ： 小 出  潔 、以 下 ： 東 洋 電 装 ） は、自 然 環 境 の維 持 と、生 物 多 様 性 の向

上 を目 的 とし、鶴 ヶ島 テクニカルセンターの地 元 である埼 玉 県 毛 呂 山 町 にて『 東 洋 電 装 “和 ”の森 』 づくり活動

を行うことを、埼 玉県 森 づくり課、毛呂 山町 と東洋 電 装 の 3 者による「 埼玉 県 森林（ もり）づくり協定」をこの

度締結 しました。 

毛呂山 町 の町 有林 5． 7 ヘクタール（ 東 京ドーム 1.2 個分）の森で、間伐 、除伐 などの森林整 備、森

林整備 研修 体験 を 2024 年 から 2029 年 3 月までの 5 年間 行 います。また、その活 動を通じて、一 昨 年、

創業 から 75 周 年を経 て、再定義 した当 社の企 業理 念 である“和”を醸成していきます。  

東 洋 電 装 は、今 後 も、社会 に期 待 される企 業 として、「 和」 を大 切 にし、自 然環 境 の保 全 ・ 再 生活 動 など、さ

まざまな取組をグローバルに推進 していきます。 

 

■本活 動 により期待 出来 る効果  

（ 1）二酸 化炭 素吸 収 機能 の向 上  

間伐 によって、木と木の空 間が広がり、木が太ることで二酸化 炭素 の吸収量を増 やすことが期待できます。 

（ 2）生物 多様 性 の保 全  

光環 境 の改 善 により多 様 な植 物 の出 現が期 待できるとともに、動 植 物にとって良好 な環境 になるなど、生 物多

様性 の保 全が期 待できます。  

■本活 動 の概 要  

・ 名称：東 洋電 装“和”の森  

・ 活動期間 ： 5 年 間（ 2024 年 7 月 23 日～2029 年 3 月 31 日）  

・ 所在地 、敷地 面積 ：埼 玉県入 間郡 毛呂山 町 、5.7ha 

・ 活動内容 ：間 伐、除伐 、歩道 の整備 、間伐 材 の有効活 用、森林整 備体 験研修 など 

以上  


